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　玩具映画プロジェクトは、 6年間にわたり毎年テーマを決めて活動してきた。この間、既に

消滅して「まぼろし」と思われていた無声映画フィルムを数多く発掘・復元し、玩具映画600

余本の複製原版を収集することができた（別紙に一覧表を添付）。玩具映画フィルムは、20秒

から 3分程度の短い映像だが、大正期から昭和にかけて、戦争へ突き進む時代の歴史的にも貴

重な映像資料といえる。1920～30年代の日本は、大正デモクラシーから関東大震災後の不況、

左翼的な大衆運動の高揚、そして軍事統制の時代へとめまぐるしく変わる激動の時代だった。

当時「活動写真」と呼ばれた映画は、政治・経済・文化と密接につながりながら、日本のモダ

ニズム時代の一翼を担ってきた。玩具映画フィルムは、その「落とし子」的な存在で、時代を

証言する資料的価値は大きい。

　玩具映画の他にも、日本で現存最古と思われる95年前のフィルム「祇園の山鉾」（1913年）

や、美空ひばりの「青空天使」（1950年、斎藤寅次郎監督）、円谷英二初の特撮監督作品「海軍

爆撃隊」（1940年、木村荘十二監督）などは、すべて消滅したと思われていた映画であり、そ

の発掘に貢献しただけでなく、復元に協力し、京都映画祭などで完成披露上映を行った。日活

映画「特急三百哩」（1928年、三枝源次郎監督）は、世界的に評価の高いイタリアのポルデノ

ーネ無声映画祭（Le Giornate del Cinema Muto 2005）で特別招待作品として上映され、一昨

年の国際フィルム・アーカイブ連盟（FIAF）東京会議2007では、特別に「玩具映画プロジェ

クト」を紹介する機会も与えられた。これらの活動を契機に、新聞やテレビなどのマスコミに

も幾度となく採り上げられることになった。映画復元という地道な作業が社会的に徐々に認知

され、日本映画史の発掘と復元、保存の意義を訴える上で、本プロジェクトが貢献できたこと

は、この研究活動の最も誇れる成果であったと自負している。

　今年度は、収集した国策映画を中心に「映画保存と活用」をテーマとした。「明治天皇御大
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葬」（17.5mm）、「乃木将軍の葬儀」（同）、「関東大震災翌日の記録」（35mm）、「大正天皇御大

葬」（同）、「昭和天皇御大典」（同）、「大礼特別観艦式」（同）、「関東軍ハルピン入城」（同）、「満

州事変」（同）、「支那事変」（同）、「上海事変」（同）など、戦争に向かう激動の昭和史を映像で

検証することが出来るようになった。貴重な映像も多く、随時公開していきたいと考えている。

　当プロジェクトの柱である玩具映画フィルムの復元に関しては、これまで未発掘だった尾上

松之助の「燃える渦巻」（1925年、池田富保監督作品）など多くの映画を復元すると共に、念

願のホームページ（http://toyfilm.jp）を立ち上げ、また大阪芸術大学テレビ（OUA－TV）を

通じて動画配信することになった。これらは研究成果の発表と共に、他の研究者への資料提供

という形で生かされることを期待している。収集作品の中には不詳作品が多く、作品の題名や

内容の情報を共有する事ともなると考えている。

　 3 年目になる「映画の復元と保存に関するワークショップ」は、IMAGICAウエスト（国内

唯一の復元専用ラボ）、京都府京都文化博物館、大阪のプラネット映画資料図書館（フィルム・

アーカイブ）と本学のプロジェクトが主体となり、東京国立近代美術館フィルムセンターや

NPO法人映画保存協会、フィルム会社、映画関連団体の協力を得て、産官学が一体となって開

催している。この活動は、映画復元の専門的な人材育成の場であると同時に、情報交換の重要

な機会となっている。本年度（ 8月30日～ 9月 1 日、 6日実施）は、初心者コースと応用コー

ス（参加経験者）の 2コースを設け、パテ・ベビー（9.5mm）フィルムの復元を研修テーマに

して、尾上松之助映画出演1000本記念映画「荒木又右衛門」の復元を行った。活動は毎日新

聞「なにわアカデミー」（ 6月24日付朝刊）、読売新聞全国版（11月 14日付夕刊一面トップ）

で掲載され、「日本映画の復元と保存」が如何に緊急で重要な課題であるかをアピールするこ

とができた。

　このプロジェクトの期間中は、映画フィルムの発掘と復元に奔走してきた。この間にも経年

劣化で消滅する作品も多く、10年前に活動をスタートしていればと悔やまれる。ここ数年間が

ナイトレート・フィルムの玩具映画にとっては限界ではないかと考えている。そういう意味で

も、本プロジェクトは今回で一旦終了するが、今後も活動を継続する使命があると思っている。

　新たな取り組みについては、芸術系大学としての本学の利点を生かした無声映画の生伴奏や

活弁での上映会を実施したい。コレクションの中には、アメリカ動画「南京街（T h e

Chinatown）」があり、そのオリジナル楽譜も見つかっている。興味を持つ学生も現われ、音

楽伴奏付きの発表の機会を持ちたいと考えている。また、映写機などの資料収集も進めてきた

結果、歴史的な玩具映写機や初期の16mm、9.5mm映写機も集まった。本学博物館と連携して

機材展示会も催したい。さらに、ホームページを充実させ、大阪芸術大学テレビとも連携を深

めながら、収集映像や資料類をネット上で随時公開する。本プロジェクトが収集した貴重な映

像資料を学内外の、また、他分野の研究者にも活用してもらえるよう、今後も映像検索や公開

の最良の方法を模索して行きたいと考えている。

　末筆になりましたが、ご支援を賜りましたことに対し、心より御礼申し上げます。
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